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☆作業日あれこれ
例年より遅

い桜がようや
く見頃になっ
た作業日 ( 1 4
日)でしたが、
天気は雨、参
加者の人数が

。気になります
ｽﾀｯﾌもなんやかんや
でﾏﾙや三平ﾓﾄﾞｷが不在、市の職員も定例の人
事異動で入れ替わり盆栽お宅もいないしなと
思っていると、始まる頃に自転車でさっそう
とお出ましです。ﾍﾑｽﾛｲﾄﾞ村突撃隊長や親方の
姿もあり、今月の作業日が始まりました。

自然観察会はｼﾉｯﾁの担当で、春の花の観察
会です。まずは、一昨年にｷｯｼｰが見つけたｶﾝｱ
ｵｲからです。この地域の標高(120 )では本来m
生育していないものですが、愛知川の河辺林
では対岸や上流の森で見かけたことがあり、
この森にもないかなと10年以上探してた植物
なのです。ｷﾞﾌﾁｮｳやﾋﾒｷﾞﾌﾁｮｳの食草としても
有名です。名前のｶﾝｱｵｲ(寒葵)ですが、冬の寒
さにも強く年中葉を付けていることと葵に似
た葉の形からついた名前です。花は特殊で地
面に先を伏せたような状態で咲くのでﾊﾁやﾁｮｳ

、がやって来て受粉させるということはできず
よくわからないのですがﾅﾒｸｼﾞやｶﾀﾂﾑﾘ、ﾔｽﾃﾞ
などが受粉に関わっているのではないかと言
われています。種子も風に乗ることもはじけ
て遠くに飛ぶこともなく、ｱﾘが運ぶのではと
考えられています。そのために広がるｽﾋﾟｰﾄﾞ
は極めて遅く1万年で1 (10年で１ｍ)とも言km
われており、地域ごとに固有種が発生しやす
く正式な同定はなかなか難しい代物のようで
す(この森のｶﾝｱｵｲは、ﾐﾔｺｱｵｲに分類されるよ
うです)。

この森の群落は洪水の際に上流から種か株
が運ばれたと考えるのが妥当でしょうが、よ
く調べると数ﾒｰﾄﾙ離れたところに大きなこの
群落とは別の小さな群落が見つかりました。
この森が最後に愛知川の氾濫により攪乱され
たのは伊勢湾台風でおよそ50年前ですから、
その時に流されて来てその後に広がった群落
と見なすと広がる速さが実感できるのではな
いでしょうか。生育にあたっては強い日差し

水曜日のお昼です

と乾燥に弱いので、保全には適度の照度ｺﾝﾄﾛｰ
ﾙ(現在は疎林になっていることとｻｻ刈をして
いるために日差しが強
すぎるか？)が必要で
はと思っています。

この日の春の花観察
会では、今年は当たり
年だと感じているｼｭﾝﾗ
ﾝ(春蘭)の花を観なが
ら森の一番奥のﾓﾐｼﾞの
林まで行きましたが、
ﾓﾐｼﾞの林は緑の若葉、
ﾔﾏｻﾞｸﾗやｷｸｻﾞｷｲﾁｹﾞは
既にｼｰｽﾞﾝを終えてい
ましたが、やっと咲き
始めたｲﾁﾘﾝｿｳ、ｺﾌﾞｼは
一輪しかない蕾が開
き、ﾂﾊﾞｷは見事な花筵を観察路に広げていま
した。新緑には少し早いけれども春の花を堪
能した観察会でした。

作業は参加者が少ないのと雨のために野外
での作業は2班、馬力のある縦型の薪割機で、
玉切りにした大きな樹を荒割りした後小さな
薪割機を使用して薪にする作業と、木道の近
くで増え過ぎたｱｵｷを駆除する作業です。番外
としてのお昼の食材調達班は、ﾉﾋﾞﾙやﾖﾓｷﾞ、ﾀ
ﾗﾉ芽など山菜を採集するのですが、毎回、こ
の作業は大先生の指導です。

この日のお昼は誰が何と言おうがｸﾏには一
番の、味の浸みた焼き豆腐の煮物、これを見
た時、午後に案内をしなければならないﾚｲｶﾃﾞ
ｨｱ大学のﾅﾗ枯れ研究班の方々を思わず見やっ

。 、てしまいました 今日はﾏﾙも三平ﾓﾄﾞｷも不在
案内する代打はいません。焼き豆腐を肴に喉
を潤すのは良し、それ以上はﾀﾞﾒと言い聞かせ
て親方や突撃隊長とお昼をいただきました。
いつものﾐｰﾃｨﾝｸﾞでは、ﾚｲｶﾃﾞｨｱ大学の方々も
参加、初めて作業に参加して一言をしゃべっ
ていただきましたが、参加者の年齢や性別な
どの幅の広いことに感心しておられました。
いつもだと小学生や現役の大学生も参加して
いるのですが、この日は彼らが参加していな
かったにも関わらず…です。もちろん、午後
にはちゃんとｸﾏは森を案内したことと、雨も
上がり皆様は作業をしたことを報告しておき
ます。

初めてのカナヘビ？

5月の作業日は

5月23日(水曜日) 週日活動 森の居酒屋は5月9日 午後7時頃～

9時～(遅刻可)5月12日(第2土曜日)
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水曜の作業は第四水曜日の活動日は、炭焼き
材づくりのための伐採がﾒｲﾝでした。ﾁｪｰﾝｿｰで
ないと伐れないくらいの大きさのｱﾗｶｼを3本、
そしてその前の強風で道に倒れていたｽｷﾞの木

、 。の処理 午後からは薪割りと充実の一日でした
そして、その充実した一日を支えているのがお
昼です。実は水曜のお昼は手の込んだ料理がお
いしい日なのです。ちょっと料理を紹介。今回
は9品。春の炊き込みご飯に、味噌汁。天ぷら3
種、ﾀｹﾉｺの山椒味噌和え、ﾌｷの葉の佃煮、ﾌｷと
ﾀｹﾉｺの炊いたの、鮭と鯖の南蛮漬け、ﾄﾏﾄとﾎﾟﾃ
ﾄのﾁｰｽﾞ ﾊﾞｼﾞﾙｿｰｽ和え、ﾄﾏﾄとﾌﾞﾛｯｺﾘｰのｻﾗﾀﾞで
す。これだけの品数を作るのも大変ですが、ど
れもお手間入りの品です。炊き込みご飯には、
森のﾊﾁｸにはまだ早いので、松本さんのﾓｳｿｳﾁｸ
にﾜﾗﾋﾞ、ﾌｷなど。天ぷらはﾀﾗの芽や三つ葉など
森の恵み。ﾀｹﾉｺの山椒味噌は和えてしまうと風
味が飛んでしまうとのことで、わざとつけて食
べるようにしています。保全作業も興味がある
けれど、おいしそうなご飯も気になる…という
方も活動日にお待ちしております。

☆4月の木ままクラブ
気軽に気ままに木曜日に活動する木ままｸﾗﾌﾞ。
4月は1回の活動を行いました。
4 19 6人 林内各所の枯れた木（ｺﾅﾗ、ｻｸﾗ、ｱ/
ﾗｶｼ 、及びｼｭﾛを伐採してもらいました。午後）
からは伐った木の薪割りも実施しました。
5月は17日が活動日です

☆河辺いきものの森情報
、 。新年度になり ｽﾀｯﾌの顔ぶれも変わりました

市の職員は、盆栽ｵﾀｸの藤田さん、絵が上手な
松宮さんが移動となり、新しく山下さんと畑さ
んが勤務してくださっています。遊林会のｽﾀｯﾌ
では、ﾒｶﾞﾈでのっぽの井上君が大阪で就職が決
まり、今年から一年間はﾒｶﾞﾈで元気いっぱいの
西村恵さんが働いてくれることになりました。

「この4月から遊林会で働くことになりまし
た西村恵です。大学生の時野外スポーツを専攻
し、キャンプを通して子どもたちを指導してき
ました。この経験を活かして、子どもたちと森
での発見やおもしろさを共有できる職員になっ
ていきたいです。よろしくお願いします！」

春休み中は、 100(ｻﾞ･ﾊﾝﾄﾞﾚｯﾄﾞ)を毎日行The
って、とってもにぎやかでした。春休み期間中
に170人もの人が挑戦しに来てくれ、その中で1
00問すべてｸﾘｱした強者は、51人です 100問の!!
うち、挑戦者達が苦戦していたのは、弓矢など
の的当て、竹つみ、ﾄﾞﾝｸﾞﾘ迷路などのﾁｬﾚﾝｼﾞす
るものが多かったです。100問達成するために
は、森の中のｸｲｽﾞや探し物など、何度も森の中
を歩きに行かないといけなかったのですが、楽
しみながら一生懸命取り組んでくれました。

青空に新緑がとっても美しく気持ちのよい五
月晴れの4 27には、小学4年生のやまのこ事業/
も始まりました。本当に森を歩いてて飽きない
日で、もっともっと探検したい と子どももｽﾀｯ!
ﾌも思うような日でした。午後からは竹工作も
し、一日たっぷり春の森を楽しんで帰ってくれ
ました。また28日には、大阪市環境事業協会主
「 」催 はるのもりを めーいっぱい たのしもう

を遊林会主催で実施しました。大阪の親子13組
を対象に、子どもも保護者も、春の気持ちのよ
い森で、いつもよりｽﾃｷな表情で一日すごして
くれました。ちなみに13組に対するアンケート
結果 「楽しかったか」という5段階評価の問い、
には13組全員から「5点満点」をいただきまし
た！5月からはやまのこ事業、やまの子ｷｬﾝﾌﾟ、
モリイコ！･･･休む間もなくいろいろな事業が
入っています。忙しくなる前に、一番ｷﾗｷﾗした
森をゆっくりと楽しもうと考えています。

☆室内楽コンサート&みどりのつどい
今回は、ｵｰﾎﾞｴ･ﾊﾞｲｵﾘﾝ･ﾋﾞｵﾗ･ﾁｪﾛによる四重

奏です 日本ｾﾝﾁｭﾘｰ交響楽団のﾒﾝﾊﾞｰによるｺﾝｻｰ!
ﾄです。ﾓｰﾂｧﾙﾄやﾄﾞﾎﾞﾙｻﾞｰｸなど馴染みのあるﾒﾛ
ﾃﾞｨを演奏してくださいます。夕暮れ時の春の
森の中で、ｽﾃｷな音色に包まれたゆったりとし
たひとときをすごしに来てみませんか。
♪♪5月19日（土）17時30分から開演です。ﾁｹｯ
ﾄ(1,000円)は販売開始していますので、お早め
にお電話ください。

毎年恒例の「みどりのつどい」は、今年も大
凧まつりに合わせて5月27日（日）に開催しま
す。遊林会の出店のお手伝い、よろしくお願い
します。

☆Ｈ24年度モリイコ！について
今年度は、去年の参加者向けのモリイコ！Ｓ

と、従来のモリイコ！の2ｺｰｽを実施します。モ
リイコ！Ｓは抽選も済み参加者が決定しました
が、モリイコ！はこれから抽選を行います。人
気で嬉しいのですが、落選してしまうことも考
えると喜んでばかりもいられない複雑な気持ち

!です 今年度も 子どもたちがまた森に行こう。 、
と思えるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを行っていけるよう、ｽﾀｯﾌも
気持ちを新たにがんばっていこうと思います。

☆5月の作業は…
新緑美しい5月の森では、下刈りなどをはじ

めとした作業を中心に実施します。木の緑や花
を愛でながら、心地よい汗を流しましょう。

容器やコップは数に限りがあります。食器の
持参をお願いします！
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